
株式会社 鈴鹿コミュニティー
〒513-0825 三重県鈴鹿市住吉町８９４７
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地域の災害に関する緊急情報や、防犯に関するお知らせが自動的に放送されます。

防災情報 防犯・不審者情報

公共交通機関の
運行状況

お年寄りや子どもの
行方不明情報

火事・事故・事件

地震や津波などの緊急情
報をお知らせする他、行
政からの避難所情報、物
資情報など災害発生後か
ら復旧までの細やかな情
報を放送します。

消防署からの火災情報、
警察からの重大事故、事
件なども放送。

大きな災害時に電車バスなどの運行情報
を放送することで、帰宅困難者を誘導す
ることができます。

認知症による行方不明者は、
見つかるまでの時間が生死
の分かれ目です。近隣の人
に不明者の情報を伝え、早
期発見に繋げます。

防災だけでなく、防犯に関
するお知らせを街かどに放
送します。例えば、不審者
目撃情報を放送することで、
街行く人へ注意を促すとと
もに、犯人に対して抑止力
にも繋がります。

お問い合わせなどお気軽にご連絡ください。

事業説明　2025.01.21

地域の災害に関する緊急情報や、防犯に関するお知らせが自動的に放送されます。

紹介動画
こちらから説明動画
をご覧頂けます
（約 3分半）



1 街かど安心安全ラジオ事業 © Copyright 2020 Suzuka Community Co.,Ltd. All rights reserved. 6街かど安心安全ラジオ事業 © Copyright 2020 Suzuka Community Co.,Ltd. All rights reserved.

３
０
年
以
内
に
震
度
６
弱
以
上
が
発
生
す
る
確
率

日
本
海
溝

千島
海溝

M7.9 前後
6~30%

M8クラス 0～6%
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新聞・メディアにも取り上げられました災害の多い日本
　世界で発生する地震のうち、１０％が日本
周辺で起きています。３０年以内に震度６弱
以上の揺れに見舞われる確率でも、太平洋沿
岸を中心に広い範囲で高確率となっており、
地震が起きても大切な命と財産を守るために
何ができるのかを考えていくことが重要です。

日向灘

現在

南海 東南海 東海 首都圏 東日本

1968 1946 1944 1923

1894

1615

1703

1933

1896

1793

1611

2011

1854

1707

1605
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1854

東日本大震災
M9.0

関東大震災
M7.9

明治東京地震M7
1855
安政江戸地震M6.9

元禄関東地震
M8.1-8.2

慶長江戸地震
M6.5

宝永地震
M8.4-8.6

昭和南海地震
M8.0

安政南海地震
M8.0

安政東海地震
M8.4

昭和東南海地震
M7.9

日向灘地震
M7.6

日向灘地震
M7.5

慶長地震
M7.9

昭和三陸地震
M8.2-8.5

明治三陸地震
M8.2-8.5

寛政地震
M8.0-8.4

慶長三陸地震
M9.0

連動と考えられている地震

連動？

前回発生より
171年経過

前回発生より
102年経過

日テレ系列（宮城テレビ・ＢＳ日テレ） 日本テレビ・防災特番「「いのちを守る新知識」

TBS系列「THE TIME」
kei

ＮＨＫ「おはよう日本」
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市民の命を守るコミュニティFM
　阪神淡路大震災の際、壊滅的な被害の地域で市民への避難所や物資情報を伝えることができたのは、
唯一コミュニティＦＭだけでした。それ以降、コミュニティＦＭが防災情報の伝達に重要であるとの
認識が高まり、国内で開局の動きが相次ぎました。2019年 12月現在３３２局にも上り、総務省の

　実際に東日本大震災では、災害発生直後に利用したメディ
アとしては、ラジオが６８％と最も高く、また発生後１週
間で見ると、ラジオは７６％へと上昇しています。地震後
に大規模な停電やネットワーク障害が発生すると、乾電池
でも動作し、また自動車には１００％搭載されている「ラ
ジオ」が唯一の情報手段となり、コミュニティＦＭは市民
の命綱となります。また近年の異常気象による豪雨や大型
台風などでも、他の媒体に比べてとても的確に地域密着の
情報を伝えるメディアだと言えます。

テレビ

ラジオ（県域放送）

アクセス性

ラジオ（コミュニティＦＭ）

インターネット

携帯・スマートフォン

◎
◎
○

×
△

地域性

◎
×
×

○
○

災害時の信頼性

◎
◎
×

×
△

普及率は高く、一部乗用車
にも設置されている。

非常持ち出し品にも常備。
自動車には、ほぼ全て装備。

非常持ち出し品にも常備。
自動車には、ほぼ全て装備。

ネット回線とパソコンなど
の端末が必要。

スマホの普及率は急速に高
まっている。

広域の情報が多く、きめ細
やかな放送は不可能。

広域の情報が多く、きめ細
やかな放送は不可能。

地域に密着した細やかな情
報が放送可能。

ＳＮＳなどで地域情報が入
手できるが、デマの心配も。

ＳＮＳなどで地域情報が入
手できるが、デマの心配も。

停電時には使えない。
地震で破損するケースも多。

乾電池で使用でき、携帯も
可能。

乾電池で使用でき、携帯も
可能。

大災害時には、つながらな
い場合が多い。

混雑（輻輳）してつながら
ない。充電の問題もあり。

指導のもと、毎月のよ
うに全国で開局してい
ます。
　コミュニティＦＭは
放送エリアを「市域」
に限っているからこ
そ、県域放送やＮＨＫ
放送には真似のできな
い、きめ細やかな放送
が可能です。

地震発生後の情報源

ラジオ

新聞

携帯

行政から

テレビ

※東日本大震災、宮城県沿岸部における
　アンケート調査

全国にてスタート

全システムに対応可能

　この飲む防災・飲む防犯事業は、日本コミュニティ放送協会（ＪＣＢＡ）の推奨認定も取得しています。

今まで伝えきれなかった街角へのお知らせ放送により、各ＣＦＭが地域の安心安全に大きく寄与できま

す。地域の細やかな情報を放送するというＣＦＭが持つ力を、

最大限に発揮して地域の安心安全のために役立つことができます。

　現在は東海地区を中心に、全国のコミュニティ FMにて

順次スタートしております。

　すでに防災ラジオが導入されている局であっても、すべての防災ラジオシステムに対応可能です。

・ＤＴＭＦ方式の受信機導入済み
・Ｃｏｍｆｉｓ型も導入予定

⇒全てのシステムに対応可能

・ＪＣＢＡ推奨認定取得
・現在、46局にてスタート
　（2024年 12月末現在）

メディアトライ製 リズム時計工業製 Ｃｏｍｆｉｓ型

北海道コカ・コーラボトリング㈱

みちのくコカ・コーラボトリング㈱

コカ･コーラボトラーズジャパン

北陸コカ・コーラボトリング㈱

沖縄コカ・コーラボトリング㈱

沖縄

阪神淡路大震災
１９９５年（平成７年）
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設置イメージ
屋内外問わず、人が多く集まる場所に設置することで、市民へ重要な情報を伝達することに役立ちます。

コミュニティ
ＦＭ
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公民館・集会所など

病院
屋外・待合室など

学校
企業
屋外・ロビー
休憩所など 高校・大学・専門学校など

地域の災害に関する緊急情報や、防犯に関するお知らせが自動的に放送されます。

地域の災害に関する緊急情報や、防犯に関するお知らせが自動的に放送されます。

市役所
市民会館など

駅・バスターミナルなど

お店

コロナ終息後に再び増加している外国人旅行客への案内にも活用でき
ます。2015年に国が発表した「緊急地震速報の多言語表現辞典」や「情
報難民ゼロプロジェクト」等でも言われている、非常時の外国人への
情報伝達手段としての活用も期待できます。

インバウンド対応

動作イメージを動画でご覧頂けます。
スマホで下のQRコードを読み込んで
アクセスしてください。

飲む防災、飲む防犯事業の特徴
街中にあって普段から電源に接続されている「自動販売機」に防災ラジオを取り付け、コミュニティ
ＦＭが放送する各種お知らせ情報を街中に流すことができる仕組みが、街かど安心安全ラジオ事業
「飲む防災、飲む防犯」です。

内蔵電池により
約２日間放送可能
犯罪の起きやすい
街角に直接放送
不審者情報が放送
されるという抑止力
ビルのロビーや
駅構内などで放送
すべて民間のため
コストはゼロ

大規模災害時の緊急放送

防犯のお知らせ

犯罪抑止力

暴風時の聴取性

設置コスト

防災スピーカー ラジオ受信機
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地域の災害に関する緊急情報や、防犯に関するお知らせが自動的に放送されます。

自動販売機の設置、管理、運営、取り付ける防災ラジオ受信機
はすべてベンダー会社が負担します。また取扱ドリンクも各種
揃えており、設置場所に応じて選ぶことが可能です。

費用負担ゼロ
地域の災害に関する緊急情報や、防犯に関するお知らせが自動的に放送されます。

防災・防犯情報など

市町
（災害対策本部） 警察署J-ALERT

消防署 自治会 電力・水道
等インフラ その他


